第２章レジュメ（西垣順子）

 Cummins,D.D 　Chapter 2 : Social norms and other minds: The evolutionary roots of higher　cognition.

＜はじめに＞

推論機構の基本要素は，dominance hierarchiesについて推論しなくてはならないと

いう圧力に応える形で進化した。

＜社会性と脳，または心／脳は何のためにあるのか＞

社会的環境もまた，適応の問題の多くを代表するということ。

この主張に対する神経学的な証拠

㈰大脳辺縁系は社会情動的な機能（性的行動，攻撃，情動など）を処理している

㈪前頭葉前部症候群…情動の処理と推論の両方に関与する神経層の緊密な関係を示す

㈫自閉症…認知レベルでの顕著な障害は，他者の心的状態を推論すること

㈬脳全体に対する新皮質の比率，霊長類では新皮質の比率と群れの大きさの間に相関

これらの神経構造や神経経路は，なぜ社会情動的刺激を処理するようになったのか？

→これらの構造は社会的な問題を解決するために特別に進化した。

＜社会認知的機能を選択する圧力＞

動物が解決しなくてはならない問題を解決する有効な方法…社会性

そのコスト…食べ物，生殖の相手，巣の場所など限られた資源をめぐっての集団内で

の競争→dominance hierarchy

Dominance hierarchyは種の進化において大変重要。生存率と生殖の成功率に密接に

関

連しているから。

→限られた資源をめぐって，仲間と上手く争ったり協力したりできること

＝社会的哺乳類が解決しなくてはならない課題

＜社会性，優位性，霊長類の社会性＞

霊長類のDominance hierarchyの特徴

㈰優劣関係が固定的ではない…劣位個体は禁じられた行動を取ろうとするし，優位個

体

はそれを見つけて罰することによって，自分の特権を守らなくてはならない

㈪チンパンジーの階層におけるランクは，個体の体の大きさと相関しない。

＜優位性と社会的規範についての推論＞

・Dominance hierarchyの中では，地位に応じて暗黙の社会的規範がある

・地位の交代は2個群間の攻撃（衝突するメンバーは同盟者からの援助を求める）を

通

じて起こる。→個体が獲得する地位は，同盟を形成・維持する能力に決定的に依存

・同盟は取引。個体は相手の貢献をモニターし，過剰な不均衡があれば協力は打ち切

り

・このような義務（義理）構造は，マキャベリズムに基づく

＜優位性と他者の心についての推論＞

心の進化は戦略的競争（他者の心の内的表象を表象し，操作する心的能力が武器にな

る）

から生じる。

あざむき…“意図性の次元”において分析可能。

一次的意図システム：XはPを信じる。XはPを欲しいと思う

二次的意図システム：XはYにXが空腹であると思って欲しいと思っている

三次的意図システム：XはYにXは一人ぼっちであるのだと思っていると，思って欲し

いと

思う

意図性の次元が高くなると，他者の行動のみではなく，他者の信念も操作できる。

→高度なあざむき。3種類のあざむき行動。

㈰戦略的あざむき…心的表象を必要としない。擬態など

㈪戦術的あざむき…一次的意図性は必要。家畜には一般的。野生のチンパンジーやヒ

ヒで

も見られるが，他の霊長類では少ない。

㈫意図的戦術的あざむき…多くはチンパンジーで見られる。あざむき行動をとる者

に，高

次の意図性を帰属しないことには説明ができないようなあざむき。

dominance理論からの予測

㈰社会的規範と他者の心を推測するための領域固有の推論ストラテジーが生じる。

㈪それらのストラテジーは他のタイプのストラテジーとは別に生じる

☆上記の予測を支持する現象＝deontic effect義務効果

deontic 推論とは…権利と義務に関する推論（禁止も）。

deontic effect義務効果とは…推論が社会的規範に関するものであるとき，人間は自

発的

に違反検出方略を用いる。対して真偽に関する推論では，確証探し方略を使用

deontic effectを確認している研究例の存在

→dominance理論でしか説明できないことは，推論がランクによる影響を受けるこ

と。

例㈰…Mealey, Daood & Krage,1996，男性の写真をその人の簡単な伝記とともに呈

示。

被験者は低い地位の（規範に対する）違反者を，高い地位の違反者や違反をしなかっ

た人

よりも，よく記憶していた。

例㈪…Cummins(1997)。大人の被験者。ランクは明白な効果をもっており，被験者は

自分自

身よりも下のランクの人間をチェックするときには，同ランク（20％，15％）や高ラ

ンク

（20％）の人間をチェックするよりも，違反探し方略をとることが多かった（65％）

推論における社会的dominanceの効果は幼い時期からみられる

・3歳からという研究。また4歳では言語的に報告もできる

・またその推論スキルは社会的ではない刺激には簡単に転移しない

以上のデータより，予測㈰と㈪は確認されている

＜優位性と他者の心についての推論＞

“心の理論研究”…その幼児期における発達

特徴㈰…3歳から5歳の間に現れる，比較的遅い発達

特徴㈪…きょうだいの数と心の理論課題パフォーマンスの相関

Dominance理論からの説明…きょうだい間競争。年少の子どもは不利なことが多いの

で，

他者の心的状態を上手く表象することで，他者と競争したり協力したりしようとす

る。

特徴㈫…自閉症児が心の理論課題に特定的な困難を示すこと→固有の神経機構の存在

＜おわりに＞

人間は局所的なレベルでも包括的なレベルでも，自分自身をdominance階層の中に組

織化

しようとする不幸な傾向をもっている。

とりあげた社会的規範や心の理論に関するデータが我々に何かを示すとすれば，それ

は，

勝者というのはdominance階層の制約を利用することのできる者であるということ

だ。

＜私見＞

議論はわかりやすく、例も説得的で興味深かった．ただこの議論から人間について，

人間

の発達について考えるとき，次の2点の疑問がある．

㈰規範や心に関する推論が苦手なサルは制裁を受けるが，人間の社会はそれほど単純

では

ない．そのような“弱者”を保護するようなモラルのようなものも存在する．こう

いった

現象をどのように評価するのか？

㈪個体は他個体の個人差や性格の違いをどのように認識して，どのように対処するの

か？

